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市民と育む南九州の新たな拠点都市　新生「鹿屋市」の創造に向けて

平成 18年度一般会計当初予算は

379億 8,100万円

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税

は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
１
億
６
，
６
３
６
万
９
千

円
増
の
91
億
７
１
０
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
基
金

等
か
ら
の
繰
入
金
は
、
12
億
３
，

３
７
５
万
８
千
円
減
の
19
億
１
，

６
４
７
万
２
千
円
、
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
収
入
は
、
合
併

に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
経

費
等
の
負
担
金
等
の
減
に
よ
り
、

24
億
９
，
３
２
３
万
４
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交

付
税
は
、
平
成
17
年
度
決
算
見
込

み
に
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
を

加
味
し
、
５
億
７
９
０
万
９
千
円

減
の
１
１
２
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
市
債
は
、
骨
格
予
算
を
編

成
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
19
億
４
，
２
１
０
万
円
減
の

28
億
１
，
４
７
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件

費
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
２
，

３
８
１
万
２
千
円
減
の
83
億
３
，

９
６
６
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
扶
助
費
は
、
旧
３
町
の
生
活

保
護
費
が
県
か
ら
事
務
移
譲
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
５
億
７
，
８
７
２
万
８
千
円

増
の
70
億
４
，
４
１
４
万
４
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
政

策
的
経
費
の
予
算
計
上
を
抑

え
た
骨
格
予
算
を
編
成
し
た

こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ

39
億
７
，
０
０
９
万
６
千
円
減
の

61
億
２
７
７
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳入
379億 8,100 万円
（100.0%）

市税
9,107,101 千円 
（24.0%）

繰入金
1,916,472 千円（5.0%）

使用料及び手数料など
2,493,234 千円（6.6%）

地方交付税
11,200,000 千円 
（29.5%）

国庫支出金
5,367,612 千円 
（14.1%）

市債
2,814,700 千円 
（7.4%）

県支出金など
5,081,881 千円 
（13.4%）

歳出
（性質別）

379 億 8,100 万円
（100.0%）

人件費
8,339,669 千円 
（22.0%）

扶助費
7,044,144 千円 
（18.5%）

公債費
4,950,805 千円 
（13.0%）

投資的経費
6,102,777 千円 
（16.1%）

その他の経費
11,543,605 千円 
（30.4%）

※物件費、補助費等、
維持補修費、繰出
金等が含まれます。

歳出
（目的別）

379 億 8,100 万円
（100.0%）

民生費
11,310,646 千円 
（29.8%）

土木費
6,038,165 千円 
（15.9%）公債費

4,950,805 千円 
（13.0%）

総務費
4,764,086 千円 
（12.6%）

教育費
3,999,565 千円 
（10.5%）

その他
931,854 千円（2.4%）

商工費
791,864 千円（2.1%）消防費

1,128,048 千円（3.0%）

農林水産業費
1,894,941 千円（5.0%）

衛生費
2,171,026 千円（5.7%）

自主財源
（35.6%）

依存財源
（64.4%）

歳
入

歳
出

■
一
般
会
計

福
祉
や
教
育
、
公
園
や
道
路
の
建
設
な
ど

市
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
会
計

■
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て
、

事
業
を
行
う
会
計

■
義
務
的
経
費

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
任
意
に

削
減
で
き
な
い
経
費
で
、
人
件
費
、
扶
助

費
及
び
公
債
費
の
合
計
額

■
投
資
的
経
費

道
路
、
公
園
、
学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設

な
ど
社
会
資
本
の
整
備
に
要
す
る
も
の
で
、

支
出
の
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に

残
る
も
の
の
経
費

■
経
常
的
経
費

毎
年
度
継
続
し
て
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

経
費
で
、
義
務
的
経
費
や
施
設
の
維
持
管

理
経
費
な
ど

■
政
策
的
経
費

教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
政
策
推
進
の
た
め
の
経
費

■
骨
格
予
算

市
長
選
挙
実
施
な
ど
の
関
係
か
ら
政
策
判
断

が
難
し
い
場
合
に
、
政
策
的
経
費
を
除
き
、

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
を
中
心
と
し
た
必

要
最
小
限
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算

■
自
主
財
源

地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源

■
依
存
財
源

定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
り
国
な
ど
か
ら
地

方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
財
源

■
一
般
財
源

市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
市
が
ど
の
経
費

に
も
自
由
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

■
地
方
計
画

地
方
交
付
税
法
第
７
条
に
定
め
る
「
地
方

団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
」
を
い

う
。

■
地
方
交
付
税

地
方
自
治
体
の
標
準
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
一
定
に
保
つ
た
め
の
交
付
金

■
国
庫
支
出
金

国
が
、
特
定
の
事
業
費
の
一
部
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
に
交
付
す
る
補
助
金
等

■
繰
入
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
等
の
会
計

間
に
お
け
る
現
金
の
移
動
を
表
す
も
の
。

例
え
ば
、
一
般
会
計
の
財
源
に
不
足
が
生

じ
た
場
合
に
、
基
金
か
ら
取
り
崩
し
て
一

般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
い
う
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料

公
共
施
設
の
使
用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
こ
と
の
対
価
と
し
て
利
用
者
等
か
ら

徴
収
す
る
も
の
で
、
高
等
学
校
の
授
業
料
、

各
種
公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民
票
等
各

種
証
明
の
発
行
手
数
料
な
ど

■
市
債

市
が
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
を

行
う
と
き
、
財
源
と
な
る
借
入
金

■
性
質
別

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
節
」
の
区
分

を
基
準
と
し
た
分
類
。
財
政
の
健
全
性
、

弾
力
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

■
目
的
別

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
款
」「
項
」

の
区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
。
各
部
各
課

ご
と
の
お
お
ま
か
な
予
算
の
比
重
を
知
る

こ
と
が
で
き
る

■
人
件
費

　

特
別
職
や
一
般
職
の
給
与
な
ど

■
扶
助
費

生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
に
充
て
る
た
め

の
経
費

■
公
債
費

市
が
発
行
し
た
地
方
債
（
借
金
）
返
済
の

た
め
の
経
費

■
物
件
費

施
設
の
維
持
管
理
や
物
品
購
入
の
た
め
の

経
費

※前年度比は、旧１市３町の平成17年度当初予算合計額との比較です。

平成18 年度 一般会計当初予算特集

新生「鹿屋市」の平成 18 年度当初予算が、鹿屋市議会３月定例会
で議決されました。
当初予算の総額は、一般会計及び特別会計を合わせて

６８９億７，１７１万９千円で、前年度当初予算額と比べると 4.1％
の減となっています。
減となった要因は、予算編成時に合併を迎え新市長就任後の短期

間に、新規事業など政策判断を要する事業を予算編成に反映させる
ことが困難であることなどから、一般会計において義務的経費や経
営的経費を中心とした骨格予算を編成したため、前年度比マイナス
9.6％（40 億４, １１５万５千円減）となったことによるものです。
ここでは、新年度予算の編成方針や特徴について説明します。

※
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特
別
会
計
全
体
で
は
、
前

年
度
比
3.6
％
増
の
３
０
９
億
９
，

０
７
１
万
９
千
円
で
、
主
な
特
別
会

計
の
増
減
要
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

前
年
度
比
3.2
％
増
の
１
０
８
億
９
，

８
１
９
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
特
徴

　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
、
新
市

長
就
任
後
の
短
期
間
に
、
新
規
事
業

な
ど
の
政
策
判
断
を
要
す
る
事
業
を

予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
や
維

持
管
理
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
災

害
復
旧
費
な
ど
、
急
を
要
す
る
政
策

的
な
経
費
な
ど
を
中
心
に
、
次
の
６

つ
を
政
策
の
柱
と
し
た
骨
格
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

①
活
力
あ
る
産
業
が
展
開
す
る
ま
ち

づ
く
り

②
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機

能
の
充
実

③
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

④
次
代
を
担
う
心
豊
か
な
人
づ
く
り

⑤
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
⑥
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

ま
た
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
性

の
確
保
と
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る

新
た
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
６
月
議

会
定
例
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て

　

景
気
の
回
復
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
地
域
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

地
方
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
さ
が
続
い
て
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
年
度
も
市
税
の
大
幅
な
増
収

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
格
予
算

の
編
成
に
よ
り
投
資
的
経
費
の
財
源

で
あ
る
国
・
県
支
出
金
や
市
債
の
予

算
計
上
を
抑
え
た
こ
と
か
ら
、
歳
入

に
占
め
る
一
般
財
源
の
割
合
は
前
年

度
の
63
・
８
％
か
ら
66
・
９
％
に
増

加
し
ま
し
た
。
一
方
、
市
債
は
、
骨

格
予
算
を
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
よ
り
40
・
８
％
減
少
。
平
成
18

年
度
末
の
市
債
残
高
は
４
６
４
億
８
，

６
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
５
割
程
度
は
返

済
時
に
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
有

利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
市
債
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
も
の
を
選

び
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
財
政
を
確

保
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
の
柱
と
な
る
「
６
つ
の

政
策
の
柱
」
に
つ
い
て
P
５
〜
P
８

で
説
明
し
ま
す
。

　

現
在
、
被
保
険
者
の
老
人
保
健
へ

の
移
行
年
齢
が
70
歳
以
上
か
ら
75
歳

以
上
へ
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
保
険

者
数
が
増
加
し
、
医
療
費
が
増
え
る

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

●
老
人
保
健

　

前
年
度
比
1.0
％
増
の
１
０
９
億
２
，

７
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

特
別
会
計

会計別予算額の内訳
会計区分 予算額 前年度比

一般会計 37,981,000 千円 ▲ 9.6%

特
別
会
計

国民健康保険事業 10,898,194 千円 3.2%

老人保健 10,927,540 千円 1.0%

介護保険事業 7,228,730 千円 5.4%

公共下水道事業 1,727,757 千円 19.1%

下水道 46,680 千円 ▲ 5.0%

輝北簡易水道事業 159,800 千円 145.8%

立小野簡易水道事業 2,018 千円 ▲ 2.1%

小　計 30,990,719 千円 3.6%

合　計 68,971,719 千円 ▲ 4.1%

※特別会計とは、特定の事業を行う場合に、その収支を
明確にするため一般会計とは切り離して経理するもの
で、鹿屋市には７つの特別会計があります。

※前年度比は旧１市３町当初予算合計額との比較です。

□
ば
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
（
３
，２
３
５
万
６
千
円
）

　

観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た

「
か
の
や
ば
ら
園
」
に
お
い
て
、
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
「
か
の
や
ば

ら
祭
り
２
０
０
６
」や「
か
の
や『
ば

ら
』
と
『
海
』
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

等
を
開
催
し
、
ば
ら
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

□
第
15
回
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
０
万
円
）

　

か
の
や
ば
ら
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
、「
ば
ら
」
を
市
町
村

の
花
と
し
て
制
定
し
て
い
る
自
治
体

や
「
ば
ら
」
が
広
く
住
民
に
愛
好
さ

れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
を
参
集
し
、

ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
地
場
産
業
振
興
支
援
事
業

　
　
　
　
（
１
，
０
１
３
万
２
千
円
）

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
伴
う
厳
し
い

経
済
情
勢
を
考
慮
し
、
県
制
度
資
金

の
融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
の
金
利

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
借
入
資
金

の
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
ふ
る
さ
と
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
３
万
円
）

　

都
市
部
に
住
む
人
た
ち
に
、
新
し

活力ある産業が
展開するまちづくり

公
営
企
業
会
計

●
水
道
事
業

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
入
源

と
支
出
用
途
の
性
格
に
よ
っ
て
、
収

益
的
収
支
と
資
本
的
収
支
に
分
か
れ

ま
す
。
収
益
的
収
支
は
水
道
事
業
の

経
営
活
動
に
、
資
本
的
収
支
は
水
道

施
設
の
整
備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

水道事業

収益的収支
収　入 1,673,045 千円

支　出 1,474,429 千円

資本的収支
収　入 457,264 千円

支　出 1,226,913 千円

れ
は
、
医
療
受
給
対
象
者
年
齢
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
に
伴
い
受
給
者
数

が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

前
年
度
比
5.4
％
増
の
72
億
２
，

８
７
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
要
介

護
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
に
伴
う
介
護
給
付
費
の
増
が
主
な

要
因
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

前
年
度
比
19
・
１
％
増
の
17
億
２
，

７
７
５
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
供
用
開
始
区
域
の
拡
大
に

伴
う
補
助
事
業
の
増
と
、
汚
水
の
流

入
量
増
加
に
伴
い
処
理
場
の
増
設
経

費
を
計
上
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。

い
楽
し
み
や
発
見
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
場
を
提
供
す
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農

村
に
住
む
人
た
ち
の
就
業
機
会
の
拡

大
や
所
得
の
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

□
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
０
万
円
）

　

観
光
資
源
で
あ
る
平
和
公
園
の
桜

並
木
を
活
用
し
、
ま
ち
の
活
性
化
と

調
和
あ
る
発
展
を
目
的
に
「
く
し
ら

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

拠点都市に
ふさわしい
都市機能の充実

□
北
田
大
手
町
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業

　
　
（
７
億
６
，
４
９
３
万
２
千
円
）

　

大
隅
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計

画
及
び
鹿
屋
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地

を
「
大
隅
の
拠
点
・
鹿
屋
の
顔
づ
く

り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
と
す
る
た

め
、
都
市
再
生
機
構
等
に
よ
り
施
行

さ
れ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
対
し

補
助
を
行
い
、
事
業
推
進
を
図
り
ま

す
。

□
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
　
（
29
億
４
，
０
７
９
万
６
千
円
）

　

複
合
交
流
施
設
建
設
に
併
せ
、
鹿

屋
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
基
づ
く
、
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場

整
備
や
市
道
整
備
な
ど
の
周
辺
整
備

を
行
う
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街

地
の
都
市
的
魅
力
の
創
出
を
図
り
ま

す
。

□
吾
平
自
然
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
（
５
，
０
０
０
万
円
）

　

吾
平
富
士
や
神
野
川
の
清
流
な

ど
独
特
な
自
然
を
生
か
し
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ル
館
を
核
と
し
た

自
然
公
園
を
整
備
し
、
吾
平
山
上
陵
、

霧
島
ヶ
丘
公
園
、
輝
北
天
球
館
、
平

和
公
園
等
を
結
ぶ
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

□
打
馬
、
王
子
、
下
祓
川
土
地
区
画

整
理
事
業
（
３
３
６
万
１
千
円
）

　

健
全
な
市
街
地
の
創
生
を
目
指
し
、

公
共
施
設
の
整
備
改
善
及
び
宅
地
の

利
用
増
進
を
行
う
土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

６つの政策の柱
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□
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業     

（
９
，７
６
１
万
９
千
円
）

　

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、
下
水
道
認
可
区
域
外

に
お
け
る
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
者
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

□
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　
　
　
　
（
２
，
４
０
７
万
８
千
円
）

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

す
る
た
め
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

器
の
設
置
費
助
成
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
無
償
配
布
、ア
パ
ー
ト･

マ
ン
シ
ョ

ン
等
へ
の
啓
発
促
進
な
ど
生
ご
み
の

自
家
処
理
を
推
進
し
、
さ
ら
に
、
分

別
指
導
員
を
配
置
し
、
紙
類
の
分
別

徹
底
に
よ
る
資
源
化
を
図
り
ま
す
。

□
不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
（
２
７
３
万
４
千
円
）

　

市
内
に
残
る
美
し
い
自
然
環
境
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
設
置
な

ど
、
続
発
す
る
山
間
部
等
へ
の
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

□
肝
属
川
上
流
部
浄
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
（
１
，
９
０
０
万
円
）

　

肝
属
川
の
水
質
の
改
善
と
市
民
の

交
流
の
場
を
創
造
す
る
た
め
、
城
山

人と自然にやさしい
まちづくり

水
源
湧
水
を
利
活
用
し
た
肝
属
川
上

流
部
浄
化
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

□
肝
属
地
区
一
般
廃
棄
物
処
理
組
合

負
担
金

　
　
（
２
億
７
，
７
９
０
万
４
千
円
）

　

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

肝
属
地
区
２
市
４
町
で
串
良
町
下
小

原
地
区
に
整
備
す
る
、
新
し
い
一
般

廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

広域的な
まちづくりの推進

□（
仮
称
）産
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業

　
　
　
　
（
４
億
５
，
８
３
２
万
円
）

　

産
業
振
興
に
対
す
る
地
元
ニ
ー
ズ

や
時
代
潮
流
に
合
致
し
た
産
業
振
興

施
策
の
構
築
、
実
施
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
、　

新
市
の
一
体
的
な
産

業
振
興
・
労
働
環
境
の
向
上
を
図
る

拠
点
施
設
を
旧
バ
ス
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
建
設
し
ま
す
。

□
余
熱
利
用
対
策
事
業

　
　
（
１
億
７
，
３
６
６
万
３
千
円
）

　

串
良
町
下
小
原
地
区
に
建
設
さ
れ

る
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
余
熱

を
活
用
し
た
広
域
的
な
観
光
拠
点
と

し
て
、
隣
接
地
に
整
備
さ
れ
る
温
泉

施
設
の
泉
源
を
確
保
す
る
た
め
の
掘

削
を
実
施
し
ま
す
。

□
文
化
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
０
０
万
円
）

　

市
民
が
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、
地
域
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
吾
平
地
区

の
文
化
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

□
主
要
幹
線
道
路
整
備
事
業(

星
ヶ

丘
矢
柄
線)

　
　
　
　
（
６
，
１
３
４
万
７
千
円
）

　

国
道
２
２
０
号
線
か
ら
串
良
平
和

公
園
を
経
由
し
、
広
域
農
道
へ
と
結

ぶ
星
ヶ
丘
矢
柄
線
を
整
備
し
、
地
域

内
外
の
交
通･

連
携
を
促
進
し
ま
す
。

　

□
父
子
手
当   

（
６
０
７
万
８
千
円
）

　

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

父
子
世
帯
児
童
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
を
図
る
た
め
、
父
子
手
当
の
支

給
対
象
等
を
拡
充
し
ま
す
。

□
次
世
代
育
成
支
援
対
策
交
付
金
事

業　
　
　
　
（
１
億
８
８
７
万
円
）

　

病
児
保
育
や
延
長
保
育
事
業
な
ど

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度

か
ら
育
児
に
関
す
る
相
談
や
援
助
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
情
報
提
供
の
場

と
な
る
「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」
と
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
支
援
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
を
実
施
し
、
次
世
代
育
成
に

向
け
た
受
け
皿
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

□
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
７
７
万
円
）

　

就
学
前
の
聴
覚
・
音
声
言
語
障
害

児
童
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
適
切
な
発
達
支
援
を
行
う

た
め
に
、
医
師
と
言
語
聴
覚
士
の
連

携
に
よ
る
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

□
老
人
保
健
健
康
診
査
事
業

　
　
（
１
億
６
，
１
９
２
万
９
千
円
）

安心して健やかに
暮らせるまちづくり

　

老
人
保
健
対
象
者
が
受
診
す
る
集

団
健
診
（
基
本
健
康
診
査
）
の
一
部

負
担
金
の
無
料
化
を
行
い
、
受
診
率

の
向
上
と
将
来
の
医
療
費
抑
制
を
図

り
ま
す
。

□
か
の
や
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
21

推
進
事
業

　
　
　
　
（
１
，
０
０
５
万
６
千
円
）

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
「
一
次

予
防
」
に
重
点
を
お
い
た
普
及
啓
発

活
動
や
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

人
材
育
成
と
健
康
づ
く
り
を
支
え
る

推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

次代を担う
心豊かな人づくり

□
「
か
の
や
英
語
大
好
き
特
区
」
事

業　
　
　
　
（
１
，
０
２
４
万
円
）

　

小
学
校
の
早
い
段
階
か
ら
教
科
と

し
て
英
語
を
学
習
し
、
教
育
課
程
の

編
成
や
指
導
方
法
の
研
究
開
発
に
努

め
、
効
果
的
な
小
学
校
英
語
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

□
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
事
業

　
　
　
　
　
　
（
６
８
５
万
４
千
円
）

　

き
ほ
く
上
場
公
園
に
お
い
て
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
南
日
本
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
開
催
し
、
市
内

外
の
人
々
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
促

進
し
ま
す
。

□
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活

動
事
業　
　
　
　
（
６
０
０
万
円
）

　

市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
運
営

に
よ
り
、
誰
も
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
育
成
し
ま
す
。

□
地
域
文
化
の
創
造
実
現
化
推
進
事

業　
　
　
　
（
３
８
８
万
６
千
円
）

　

地
域
文
化
の
発
表
・
育
成
・
鑑
賞

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習
基

盤
の
構
築
や
、
市
民
の
文
化
芸
術
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

□
韓
国
北プ

ギ

ル一
初
等
学
校
と
の
交
流

　
　
　
　
　
　
（
３
３
３
万
３
千
円
）

　

串
良
地
区
３
小
学
校
の
児
童
等
と

全
州
市
北
一
初
等
学
校
と
の
交
流
を

図
り
、
外
国
の
自
然
に
触
れ
た
り
、

歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
草
の
根
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
を
育
み
ま
す
。

６つの政策の柱

平成18 年度 一般会計当初予算特集
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米軍空中給油機
移駐問題

 

昨
年
、
10
月
29
日
に
発
表
さ
れ
た
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
中
間
報
告
に
は
、
鹿

屋
基
地
へ
の
米
軍
空
中
給
油
機
の
移
駐
や
他
の
基
地
の
自
衛
隊
機
や
米
軍
機
が
同
基

地
を
活
用
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
で
は
市
内
の
各
種
会
議
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
、
市
と

し
て
の
最
終
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
３
月
27
日
に
防
衛
庁
な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

鹿
屋
市
の
最
終
意
見
は

　
　
　

移
駐
に
断
固
反
対
！

　

米
軍
空
中
給
油
機
の
移
駐
問
題
に

関
し
て
、
市
で
は
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
反
対

の
姿
勢
を
貫
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
移
駐
案
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
市
や
市
議

会
を
は
じ
め
、
大
隅
地
域
す
べ
て
の

首
長
・
議
長
で
構
成
す
る
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
や
鹿
屋
市
の
周
辺
市
町

の
首
長
で
構
成
す
る
鹿
屋
市
周
辺
地

域
米
軍
再
編
問
題
対
策
協
議
会
が
、

国
へ
の
反
対
要
望
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
新
聞
社
の
電
話
世
論

調
査
で
は
、
鹿
屋
市
民
の
７
割
以
上

が
米
軍
移
転
に
反
対
。
さ
ら
に
、
市

民
に
よ
る
大
規
模
な
「
市
民
集
会
」

の
開
催
や
署
名
活
動
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
市
民
の
反
対
の
声
は
日
増
し

に
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
は
、
こ
れ
ま

で
地
元
に
対
す
る
詳
細
な
説
明
を
し

な
い
中
で
、
３
月
末
ま
で
に
、
在
日

米
軍
再
編
に
関
す
る
最
終
報
告
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
が
最
終
報
告
を
取
り

ま
と
め
る
前
に
、
国
に
対
し
て
鹿
屋

市
の
意
見
を
提
出
す
る
た
め
、
各
種

会
議
の
意
見
を
参
考
に
、
意
見
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

各
種
会
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

基
地
周
辺
の
町
内
会
な
ど
で
構
成
す

る
鹿
屋
市
基
地
関
係
連
絡
協
議
会
が
、

○
空
中
給
油
機
部
隊
の
移
駐
に
伴
う

騒
音
や
事
故
危
険
性
の
増
大
が
強

く
懸
念
さ
れ
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
不
平
等
性
の
強
い

日
米
地
位
協
定
が
改
定
さ
れ
な
い

以
上
、
米
軍
移
転
を
受
け
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
こ
と

○
「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
ば
ら

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
続

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
反
対
で
あ
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
少

数
意
見
と
し
て
、
経
済
効
果
を
期
待

す
る
意
見
や
沖
縄
の
基
地
負
担
に
配

慮
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
が
付
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
は
、

○
海
上
自
衛
隊
の
基
地
に
加
え
、
新

た
に
米
軍
が
鹿
屋
基
地
に
駐
留
す

る
こ
と
は
、
日
米
が
共
同
し
て
基

地
を
使
用
す
る
と
い
う
、
基
地
の

形
態
が
根
幹
か
ら
変
わ
る
こ
と

○
訓
練
・
演
習
に
よ
る
騒
音
被
害
や

事
故
危
険
性
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
生
活
及
び
大
隅
地
域

の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
等
へ

の
甚
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
○
自
衛
隊
と
米
軍
に
よ
る
鹿
屋
基
地

の
共
同
使
用
は
、
基
地
機
能
の
強

化
・
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
著
し
く
不
平
等
な

現
行
の
日
米
地
位
協
定
で
は
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
は
守
れ
な

い
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
断
固
反
対
す

る
と
の
決
定
を
全
会
一
致
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
鹿
屋
市
周
辺
地
域
米

軍
再
編
問
題
対
策
協
議
会
は
、

○
訓
練
・
演
習
に
よ
る
騒
音
被
害
の

増
大
な
ど
に
よ
り
、
鹿
屋
市
民
は

も
と
よ
り
周
辺
自
治
体
の
住
民
生

活
及
び
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

畜
産
業
等
へ
の
甚
大
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と

○
鹿
屋
基
地
は
市
街
地
の
中
央
に
位

置
し
、
周
辺
の
地
形
に
よ
り
非
常

に
限
ら
れ
た
飛
行
空
域
に
お
い
て
、

回
転
翼
、
固
定
翼
の
飛
行
回
数
が

年
間
約
５
万
回
に
及
ぶ
な
ど
、
現

在
で
も
特
異
な
基
地
形
態
に
あ
る

中
で
、
米
軍
部
隊
が
移
駐
し
て
く

る
こ
と
は
、
事
故
等
の
危
険
性
を

大
幅
に
増
大
さ
せ
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
著
し
く
不
平
等
な

現
行
の
日
米
地
位
協
定
で
は
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
は
守
れ
な

い
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
断
固
反
対
す

る
と
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
議
結
果
等

を
受
け
て
、
最
終
的
な
ま
と
め
と
し

て
、「
鹿
屋
市
米
軍
移
転
問
題
に
関

す
る
意
見
交
換
会
議
」
は
、

○
『
空
中
給
油
機
部
隊
の
海
上
自
衛

隊
鹿
屋
基
地
へ
の
移
駐
に
つ
い
て

は
、
騒
音
や
事
故
危
険
性
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
改
定
が
な
さ
れ
な
い

現
状
に
お
い
て
は
、
断
固
反
対
で

あ
る
。
な
お
、
少
数
意
見
と
し
て
、

「
経
済
効
果
や
移
駐
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
期
待
す
る
意
見
」、「
沖

縄
の
負
担
を
分
か
ち
合
う
べ
き
と

の
意
見
」
が
出
さ
れ
た
』

と
の
最
終
意
見
を
決
定
し
、
鹿
屋
市

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
会
議
結
果
や
反
対
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
市
民
・
地
域
の
状
況
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、

「
米
軍
空
中
給
油
機
部
隊
の
海
上
自

衛
隊
鹿
屋
基
地
へ
の
移
駐
に
つ
い
て

は
、
騒
音
や
事
故
の
危
険
性
の
増
大

が
強
く
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現

行
の
日
米
地
位
協
定
の
も
と
で
は
、

市
民
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
生
活

は
到
底
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

断
固
反
対
す
る
」
こ
と
を
、
鹿
屋
市

の
最
終
意
見
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

鹿
屋
市
議
会
全
員
協
議
会
に
報
告
を

行
い
、
国
に
要
望
書
と
し
て
提
出
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
元
の
総
意
と
し
て

　
　

国
に
要
望
書
を
提
出

　

３
月
27
日
、
山
下
市
長
は
、
市
議

会
議
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
、
周

辺
自
治
体
の
代
表
と
一
緒
に
な
っ
て

防
衛
庁
を
訪
問
し
、
鹿
屋
基
地
へ
の

米
軍
空
中
給
油
機
移
駐
案
に
つ
い
て
、

「
地
元
の
総
意
と
し
て
断
固
反
対
し
、

計
画
の
撤
回
を
求
め
る
」
と
し
た
要

望
書
を
額
賀
防
衛
庁
長
官
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
額
賀
防
衛
庁
長
官

は
「
鹿
屋
基
地
へ
の
給
油
機
移
駐
は
、

普
天
間
基
地
の
全
般
的
な
機
能
の
負

担
軽
減
や
分
散
を
考
え
、
お
願
い
し

た
。
地
元
の
事
情
は
承
知
し
て
い
る

が
、
米
軍
再
編
問
題
は
、
今
、
大
詰

め
を
迎
え
て
お
り
、
鹿
屋
基
地
へ
の

移
駐
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
日
米
間

で
協
議
中
で
あ
る
。
引
き
続
き
誠
意

を
持
っ
て
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
、
山
下
市
長
は
防

衛
施
設
庁
と
外
務
省
も
訪
問
。
防
衛

庁
と
同
様
に
要
望
書
を
提
出
し
、
空

中
給
油
機
移
駐
に
断
固
反
対
と
い
う

考
え
を
改
め
て
伝
え
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課
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３月27日、防衛庁で額賀防衛庁長官に要望書を手渡し会談。

３月22日、各種会議の結果を受けて協
議が行われた鹿屋市米軍移転問題に関す
る意見交換会議では、市民意見として、「断
固反対する」ことを決定しました。

●会　　長　　田中　俊實（鹿屋経済同友クラブ会長）
●構　　成　　農業、商業、建設業などの経済団体や教育機関・

団体の長、町内会長や若者・女性・高齢者毎の市

民グループの代表者及び鹿屋市周辺の自治体の首長

に、鹿児島県の職員１名をオブザーバーとして加え

た、合計29名で構成。

●設置目的　　米軍空中給油機の海上自衛隊鹿屋基地への移駐案
については、鹿屋市の歴史的根幹に関わる重要な

案件であることから、幅広い層の市民により、この

問題に特化した意見交換を行い、地元としての今後

の進め方や取り扱い等に関する協議を行うことを目

的とする。

●役　　割　　移駐案の詳細について確認し、移駐による鹿屋市
及び周辺市町への影響の検証を行うこと、並びにこ

の問題に関する市民意見を集約することを役割とす

る。

「鹿屋市米軍移転問題に関する意見交換会議」について



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

※
公
の
施
設
と
は

地
方
公
共
団
体
が
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
目
的
で
設
置
し
、
多
く
の

住
民
が
利
用
で
き
る
施
設
の
こ
と
で

す
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
へ
の

取
り
組
み

市
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
指

公の施設

福祉施設 保育所、養護老人ホーム、児童館など

体育施設 体育館、陸上競技場、プールなど

教育文化施設 公民館、図書館、文化会館、資料館など

公園 都市公園など

※市役所庁舎・消防分団詰め所などの公用施設は除きま
す。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

「
指
定
管
理
者
制
度
」

「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
文
化

会
館
や
公
園
、
公
民
館
な
ど
の
公
の

施
設
の
管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
よ
り
効
率
的
で
充
実
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
節

減
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
す

も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
市
の
出
資
団
体
や
公
共

的
団
体
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
公

の
施
設
の
管
理
運
営
が
、
指
定
管
理

者
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
で
、
民
間

事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
行
う
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
市
が
条
例
で

定
め
る
利
用
料
金
の
範
囲
内
で
、
指

定
管
理
者
が
市
の
承
認
を
受
け
て
利

用
料
金
を
設
定
し
、
自
ら
の
収
入
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
管
理
者
制
度
運
用
指
針
」
を
定
め
、

市
が
管
理
し
て
い
る
約
３
３
０
ヶ
所

の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
個
々
の
施

設
ご
と
に
直
営
に
よ
る
管
理
と
す
る

か
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
公
の
施
設
の
管

理
運
営
業
務
へ
の
参
入
を
検
討
し
て

も
ら
う
た
め
、
地
元
事
業
者
や
団
体

等
を
対
象
に
し
た
指
定
管
理
者
制
度

勉
強
会
や
出
前
講
座
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

現
在
、「
市
民
駐
車
場
ピ
ッ
ト

88
」
で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
ほ
か
、「
き
ほ
く
上
場
公
園
」

指定管理者制度と管理委託制度の比較
指定管理者制度（新） 管理委託制度（旧）

管理運営主体
法人、その他の団体（法
人格は必ずしも必要では
ないが、個人は不可）

・公共団体
・公共的団体
　（農協・漁協等）
・地方公共団体の出資法
人（1/2 以上の出資等）

法的性格
公の施設の管理権限の委
任
【管理の代行】

契約に基づく具体的な管
理の事務、または業務の
執行の委託
【公法上の契約】

施設の管理権限 指定管理者が有する 地方公共団体が有する

施設の使用許可
条例の定めにより、指定
管理者が行うことができ
る

地方公共団体

※指定管理者制度導入後も施設の利用手続きなどの変更はありませ
ん。

と
「
農
業
研
修
管
理
棟
」
の
２
施
設

に
つ
い
て
、
今
年
９
月
か
ら
制
度
を

導
入
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
導
入
条
件
等
が
整
っ
て

い
る
他
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
も
今

年
度
か
ら
導
入
を
始
め
、
平
成
20
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
導
入
可
能
な
施

設
の
60
％
以
上
を
指
定
管
理
者
へ
移

行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
公
の
施
設
の
年

次
ご
と
の
移
行
計
画
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
て
あ

り
ま
す
。

こ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

当
た
っ
て
は
「
公
募
」
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
が
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

公
募
が
難
し
い
施
設
や
、
現
在
管
理

を
委
託
し
て
い
る
市
の
出
資
法
人
等

の
外
郭
団
体
の
設
立
経
緯
・
組
織
体

制
の
状
況
な
ど
か
ら
、
当
分
の
間
、

こ
れ
ま
で
の
受
託
者
を
指
定
管
理
者

と
し
て
選
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は

民
間
に
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
公

の
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
市
で
は
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
行
政
経
営
改
革
課

　
　

☎
０
９
９
４
‐
31
‐
１
１
５
３

市内の主な公の施設

指定管理者　制度を導入します
～新たな施設管理運営方法～

　

平
成
15
年
６
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設

の
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
も
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

対
象
児
童

　

左
記
の
状
態
に
あ
る
保
育
所
・
幼

稚
園
・
自
宅
等
で
保
育
し
て
い
る
児

童
及
び
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
児
童
。

○
病
気
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な

状
態
で
あ
る
児
童
。

○
保
護
者
の
勤
務
の
都
合
、
傷
病
、

事
故
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、

社
会
的
に
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
児
童
。

一
日
の
利
用
料
金

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

　
　
　
　
　
　
　

  

…
…
… 

無
料

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
①
及
び
④

の
区
分
を
除
く
）  

…
…
… 

無
料

③
市
民
税
課
税
世
帯
（
①
及
び
④
の

区
分
を
除
く
）

…
…
… 

１
，
０
０
０
円

④
所
得
税
課
税
世
帯

…
…
… 

２
，
０
０
０
円

※
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
④
区
分

に
な
り
ま
す
。
①
②
③
に
該
当
す

る
人
は
、
申
出
内
容
の
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

保
育
所
入
所
時
に
提
出
し
て
い
る

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
（
所
得

税
は
平
成
17
年
分
、
市
民
税
は
平

成
17
年
度
分
が
必
要
で
す
）

※
給
食
費
や
医
療
費
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
市
子

育
て
支
援
課
（
⑩
番
窓
口
）
、
又
は

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
窓
口
で
登
録

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
印
鑑
が

必
要
）

　

な
お
、
利
用
時
に
は
実
施
施
設
に

予
約
を
取
り
、
「
利
用
申
込
書
」
及

び
「
医
師
連
絡
票
」
を
実
施
施
設
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定

員
の
関
係
や
児
童
の
病
状
等
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
平
成
17
年
度
に
登
録
し
た
人
も
、

平
成
18
年
度
は
再
度
登
録
が
必
要

で
す
。

利
用
時
間

（
月
〜
金
曜
日
）

　

 

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

（
土
曜
日
）

　

 

午
前
８
時
〜
正
午

実
施
施
設

「
森
の
く
ま
さ
ん
家
」
（
ま
つ
だ
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
設
）

西
原
２
丁
目
35
番
３
号

　

  

☎ 

０
９
９
４
‐
52
‐
０
５
０
６

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　
　

市
子
育
て
支
援
課

  　
　

☎
０
９
９
４- 

31-

１
１
３
４ 「森のくまさん家」

看護師や保育士等が、広々とした保育室で
病気の児童を保育します。

水疱
ぼうそう

瘡などの場合
は、専用の部屋（観
察室）で保育します。

病
児
保
育

か
の
や

子
育
て
ガ
イ
ド
①

【 略 歴 】

　昭和 41 年に鹿児島県庁に入
り、県鹿児島中央家畜保健衛生所
所長などを歴任。その後、平成
15 年６月から１期２年６か月の
間、旧吾平町助役を務めました。

福園  健一  区長（62 歳）
【 略 歴 】

　昭和 40 年に旧輝北町役場に
入り、総務課長などを歴任。そ
の後、平成 13 年４月から２期
４年８か月の間、旧輝北町助役
を務めました。

【 略 歴 】

　昭和 45 年に旧串良町役場に
入り、畜産課長などを歴任。そ
の後、平成 13 年８月から２期
４年４か月の間、旧串良町長を
務めました。

福永  辰郎  区長（59 歳） 橋口  貞伸  区長（56 歳）

地域自治区の
区長（総合支所長）が選任されました

旧
３
町
地
域
に
設
置
し
て
い
る

地
域
自
治
区
の
区
長
（
総
合
支
所

長
）
が
、
４
月
１
日
付
け
で
、
選

任
（
任
期
は
平
成
19
年
12
月
31
日

ま
で
）
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
自
治
区
は
、「
合
併
に
よ

り
周
辺
地
域
が
さ
び
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
住
民
の
不
安
を

解
消
し
、
各
地
域
の
特
性
や
資
源
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を

生
か
し
な
が
ら
、
新
市
の
早
期
の

一
体
化
と
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る

た
め
に
、
旧
３
町
地
域
に
県
内
で

初
め
て
設
置
（
４
年
間
）
し
た
も

の
で
す
。

区
長
は
、
地
域
自
治
区
の
事
務

所
で
あ
る
総
合
支
所
の
支
所
長
と

し
て
、
市
長
の
指
示
の
も
と
に
、

総
合
支
所
で
実
施
す
る
事
務
や
事

業
を
総
轄
し
ま
す
。

ま
た
、
区
長
は
地
域
自
治
区
に

設
置
さ
れ
る
地
域
協
議
会
の
庶
務

や
運
営
に
関
す
る
事
務
を
担
い
ま

す
。地

域
協
議
会
は
、
地
域
自
治
区

の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
設
置
す
る
も

の
で
、
市
長
や
教
育
委
員
会
等
か

ら
市
の
重
要
な
計
画
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
や
、

市
が
自
治
区
内
で
実
施
す
る
事
業

等
に
つ
い
て
、
市
長
や
市
の
機
関

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。今

後
、
地
域
協
議
会
の
委
員
を

市
長
が
選
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

南
九
州
の
新
た
な
拠
点
都
市
と
し

て
の
発
展
に
向
け
た
、
新
生
「
鹿

屋
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

４月３日に行われた辞令交付式



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

対
象
児
童

　

左
記
の
状
態
に
あ
る
保
育
所
・
幼

稚
園
・
自
宅
等
で
保
育
し
て
い
る
児

童
及
び
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
児
童
。

○
病
気
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な

状
態
で
あ
る
児
童
。

○
保
護
者
の
勤
務
の
都
合
、
傷
病
、

事
故
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、

社
会
的
に
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
児
童
。

一
日
の
利
用
料
金

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

　
　
　
　
　
　
　

  

…
…
… 

無
料

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
①
及
び
④

の
区
分
を
除
く
）  

…
…
… 

無
料

③
市
民
税
課
税
世
帯
（
①
及
び
④
の

区
分
を
除
く
）

…
…
… 

１
，
０
０
０
円

④
所
得
税
課
税
世
帯

…
…
… 

２
，
０
０
０
円

※
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
④
区
分

に
な
り
ま
す
。
①
②
③
に
該
当
す

る
人
は
、
申
出
内
容
の
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

保
育
所
入
所
時
に
提
出
し
て
い
る

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
（
所
得

税
は
平
成
17
年
分
、
市
民
税
は
平

成
17
年
度
分
が
必
要
で
す
）

※
給
食
費
や
医
療
費
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
市
子

育
て
支
援
課
（
⑩
番
窓
口
）
、
又
は

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
窓
口
で
登
録

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
印
鑑
が

必
要
）

　

な
お
、
利
用
時
に
は
実
施
施
設
に

予
約
を
取
り
、
「
利
用
申
込
書
」
及

び
「
医
師
連
絡
票
」
を
実
施
施
設
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定

員
の
関
係
や
児
童
の
病
状
等
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
平
成
17
年
度
に
登
録
し
た
人
も
、

平
成
18
年
度
は
再
度
登
録
が
必
要

で
す
。

利
用
時
間

（
月
〜
金
曜
日
）

　

 

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

（
土
曜
日
）

　

 

午
前
８
時
〜
正
午

実
施
施
設

「
森
の
く
ま
さ
ん
家
」
（
ま
つ
だ
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
設
）

西
原
２
丁
目
35
番
３
号

　

  

☎ 

０
９
９
４
‐
52
‐
０
５
０
６

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　
　

市
子
育
て
支
援
課

  　
　

☎
０
９
９
４- 

31-

１
１
３
４ 「森のくまさん家」

看護師や保育士等が、広々とした保育室で
病気の児童を保育します。

水疱
ぼうそう

瘡などの場合
は、専用の部屋（観
察室）で保育します。

病
児
保
育

か
の
や

子
育
て
ガ
イ
ド
①

【 略 歴 】

　昭和 41 年に鹿児島県庁に入
り、県鹿児島中央家畜保健衛生所
所長などを歴任。その後、平成
15 年６月から１期２年６か月の
間、旧吾平町助役を務めました。

福園  健一  区長（62 歳）
【 略 歴 】

　昭和 40 年に旧輝北町役場に
入り、総務課長などを歴任。そ
の後、平成 13 年４月から２期
４年８か月の間、旧輝北町助役
を務めました。

【 略 歴 】

　昭和 45 年に旧串良町役場に
入り、畜産課長などを歴任。そ
の後、平成 13 年８月から２期
４年４か月の間、旧串良町長を
務めました。

福永  辰郎  区長（59 歳） 橋口  貞伸  区長（56 歳）

地域自治区の
区長（総合支所長）が選任されました

旧
３
町
地
域
に
設
置
し
て
い
る

地
域
自
治
区
の
区
長
（
総
合
支
所

長
）
が
、
４
月
１
日
付
け
で
、
選

任
（
任
期
は
平
成
19
年
12
月
31
日

ま
で
）
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
自
治
区
は
、「
合
併
に
よ

り
周
辺
地
域
が
さ
び
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
住
民
の
不
安
を

解
消
し
、
各
地
域
の
特
性
や
資
源
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を

生
か
し
な
が
ら
、
新
市
の
早
期
の

一
体
化
と
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る

た
め
に
、
旧
３
町
地
域
に
県
内
で

初
め
て
設
置
（
４
年
間
）
し
た
も

の
で
す
。

区
長
は
、
地
域
自
治
区
の
事
務

所
で
あ
る
総
合
支
所
の
支
所
長
と

し
て
、
市
長
の
指
示
の
も
と
に
、

総
合
支
所
で
実
施
す
る
事
務
や
事

業
を
総
轄
し
ま
す
。

ま
た
、
区
長
は
地
域
自
治
区
に

設
置
さ
れ
る
地
域
協
議
会
の
庶
務

や
運
営
に
関
す
る
事
務
を
担
い
ま

す
。地

域
協
議
会
は
、
地
域
自
治
区

の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
設
置
す
る
も

の
で
、
市
長
や
教
育
委
員
会
等
か

ら
市
の
重
要
な
計
画
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
や
、

市
が
自
治
区
内
で
実
施
す
る
事
業

等
に
つ
い
て
、
市
長
や
市
の
機
関

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。今

後
、
地
域
協
議
会
の
委
員
を

市
長
が
選
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

南
九
州
の
新
た
な
拠
点
都
市
と
し

て
の
発
展
に
向
け
た
、
新
生
「
鹿

屋
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

４月３日に行われた辞令交付式



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

Town Topics

　３月15日、串良町有里の有里用
水路沿いに完成した新しい花壇に
宮ノ下町内会の８人が花を植栽し
ました。
　同町内会では、これまでも同用
水路沿いの花壇約200ｍで、季節
の花の植栽や草取りなど、自主的
な管理を行っていることから、隣
接地に完成した花壇にも早速植栽。
幅1.5ｍ、長さ約20ｍの花壇に寒緋
桜５本と芝桜約500株を一本一本丁
寧に植栽しました。

　３月９日、少年の非行防止を訴え
る看板が、西原１丁目の西原交番の
屋上に設置されました。
　この看板は、鹿屋警察署と県警少
年ボランティア連絡協議会が第一鹿
屋中学校２年生に標語を募集し、約
200点の応募作品の中から選ばれた
標語を、鹿屋女子高校美術部の生徒
が、縦90cm、横３ｍの看板に仕上
げたもの。当日は、標語が選ばれた
小原利恵子さんと鹿屋女子高美術部
に感謝状などが贈られました。

　３月29日、野里町と今坂町を結ぶ国道269号の
西原バイパスが全面開通しました。
　当日行われた通り初め式には、県・市の関係者や
道路沿線の町内会の住民など約130人が出席。式で
は、関係者によるテープカットやくす玉割り、通り
初めパレードを行ったほか、10年後の平成28年に
開封するタイムカプセルを埋設して、開通を祝いま
した。
　このバイパスは、市街地の慢性的な交通渋滞の緩
和及び交通の分散を図るため、平成５年から県に
よって整備が進められてきたもので、全長1,340ｍ、
総幅16ｍの片側一車線の道路。歩道も片側3.25ｍ
とゆったりと整備されており、児童や高齢者などす
べての歩行者が安全に歩くことができます。
　バイパスの完成により、同区間の通過距離は、今
まで利用されていた道路よりも約１km短縮。また、
国道220号鹿屋バイパスと連携することにより広域
交流の促進や地域の活性化に大きく貢献するとと
もに、霧島ヶ丘公園の「かのやばら園」へのアクセ
ス道路としての活用も見込まれます。

国道269号西原バイパスが完成

少年非行の防止を訴える

ジョギング大会には、１km・2.5km・５km・10kmの
４種目に618人が参加して、健脚を競いました。各種目
の優勝者（年代別の優勝者をまとめて記載）は次のとおり。

　小学生・中学生・レディース・一般・仮装の５部門
で競ったくしらん坊レース（むかで競争）には、46チー
ムが参加。賞金・賞品総額150万円の争奪をかけて、
激しいレースが繰り広げられました。優勝チームは次
のとおり。

用水路沿いの花壇に植栽

　３月26日、上祓川町の瀬戸山神
社で祓川地区（上祓川町、祓川町、
下祓川町、西祓川町）の棒踊りが
行われました。
　これは、五穀豊じょうと無病息災
を祈願する伝統行事で、当日は踊
り手となった同地区内の小中高校
生約70人が練習の成果を披露。白
がすりに、赤や黄色の色鮮やかな
たすきや帯を身につけて、威勢の
いいかけ声とともに、棒を打ち鳴
らしていました。

五穀豊じょうを願って
棒踊りを奉納

種目ごとに陸上競技場をスタート。

桜並木が続く一直線のコースを駆け抜ける参加
者。

小学生・中学生・レディースの部は８人１組で
700m。一般の部は10人１組で1,000mの距離
を競いました。

むかで競争とは思えな
いスピードで疾走する両
チーム。よく見ると全員
の足が地面から浮き上
がっています。

全チームを対象に審査さ
れた仮装の部では、「イナ
バウアー」チームが見事
優勝。

くしら
桜まつ

りスポ
ーツ大

会の一
環とし

て開催
された

グラウ
ンドゴ

ルフ大
会
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ケ
ニ
ア
に
派
遣

Town Topics

　３月19日、市中央公民館で旧鹿屋市、旧吾平町、旧
輝北町、旧串良町のＰＴＡ連絡協議会の合併協定調印
式が行われました。
　式では、合併への経過説明が行われた後、関係者が
見守るなか各連絡協議会の会長が合併調印書に署名、
押印。合併準備委員会会長の鶴丸秀治氏が「子供たち
のために一生懸命頑張りたい」とあいさつしました。
連絡協議会は４月１日付けで合併。名称は鹿屋市ＰＴ
Ａ連絡協議会で児童・生徒会員数15,000人。新会長は
５月の総会で決まる予定です。

　３月20日、串良町細山田の川原園井堰で、早期水稲
の始まりを告げる柴かけが行われました。
　これは、柴で自然の堰をつくり、水稲づくりに欠か
せない水を用水路にも引き込むために行われる作業で、
約350年以上前から続く田植え前の伝統行事。当日は、
串良町土地改良区の12人が、長さ1.5ｍほどに切りそ
ろえた柴の束を、約17ｍある川幅に順序良く立てかけ、
立派な柴堰を作りました。

早期水稲の始まりを告げる柴かけ旧１市３町のＰＴＡが合併

　３月23日、平成17年度青年海外協力隊第３次派遣者
となった木山雄作さん（串良町有里）と前之原誠さん（郷
之原町）が市役所を訪れ、出発のあいさつをしました。
　派遣先は、木山さんがバングラデシュのチッタゴン
青少年開発局で、前之原さんがケニアのティカ市役所。
ともに、パソコンインストラクターとして活動する予
定で、派遣期間は２年間。木山さんは「異国の文化を
吸収し、人生の糧となるような活動をしていきたい」。
前之原さんは「職員間の交流や姉妹都市などの足がか
りになるよう頑張りたい」と力強く抱負を話してくれ
ました。

種雄牛として高評価を獲得

木山雄作さん 前之原誠さん

　３月５・６日に鳥取県で開催された種雄牛としての
能力を子の肉質からみる「現場後代検定合同調査会」で、
上別府種畜場（串良町上小原）の『21世紀号』を父と
する去勢牛が枝肉価格で最高評価を受けました。
　同調査会は、同じ父牛を持つ雌牛や去勢牛３、４頭
を一組として枝肉を評価。１道10県から15組54頭が出
品され、21世紀号を父とする３頭の去勢牛のうち１頭
が最高評価の１kgあたり2,510円を記録。また、残る２
頭も同2,000円、同2,370円と平均の同1,947円を上回
りました。

　３月５日、輝北町平房の石牟礼
神社で春の例祭が開催され、地元
の氏子による棒踊りが奉納されま
した。
　当日は、汗ばむほどの陽気の中、
下平房、中平房、上平房町内会の
順にそれぞれ特徴のある棒踊りを
奉納し、今年の豊作を祈願。その後、
氏子たちはそれぞれの町内会に戻
り、参詣できなかった地域のお年
寄りに棒踊りを披露し、親睦を深
めていました。

石牟礼神社で春の例祭

　３月14日、市役所で海岸の愛護
に大きく貢献した団体を表彰する
「平成17年度海岸愛護運動に係
る県知事表彰」の伝達式が行われ、
高須・浜田の両町内会が表彰され
ました。
　両町内会は、多くの海水浴客が
訪れる地元の高須・浜田両海水浴
場をきれいにしようと、長年にわ
たり流木の処理や空き缶のゴミ拾
いなどを実施。今回、この積極的
な清掃活動が評価されました。　
　

長年の清掃活動が
評価される

　昨年カナダで開催された世界水
泳選手権大会の競泳女子400ｍ自由
形での柴田亜衣選手の日本新記録
（４分６秒74）樹立を記念して、３
月24日、鹿屋体育大学で植樹が行
われました。
　自ら選んだホルトの木を植樹し
た柴田選手は、「念願の日本新が出
せてうれしいです。木の成長以上
に私自身が成長し、来年の世界水
泳の切符を手にしたい」と抱負を
話してくれました。

日
本
新
記
録
樹
立
を

　
　
　

記
念
し
て
植
樹

　３月19日、湯遊ランドあいらを発着点に「美
里吾平ジョギング大会」（吾平町観光協会・
吾平町商工会・鹿屋市・ＪＡ肝付吾平町主催）
が開催されました。
　１km（ファミリーコース）、３km、５km、
10kmの４コースで行われた大会には約400
人が参加。姶良川沿いや吾平の街並みの景色
を楽しみながら思い思いのペースでジョギン
グしていました。各コースの優勝者（１kmを
除く）は次のとおり。
●３km男子　高橋健三さん
●３km女子　西山可織さん
●５km男子　東恩納孝仁さん
●５km女子　黒木ひとみさん
●10km男子　松元良貴さん
●10km女子　倉みどりさん

春の吾平路を駆け抜けた
美
うましさと

里吾平ジョギング大会

ゴールを前に全力疾走！

遊湯ランドあいら前を一斉にスタートする
３kmコースの参加者

菜の花が咲く姶良川沿いの「あいらさんぽ道」をジョギングする１km
コース（ファミリーコース）の参加者。
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確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　

所
得
税
や
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

所
得
の
一
部
が
申
告
漏
れ
や
、
計
算

を
誤
っ
て
還
付
金
が
多
す
ぎ
た
こ
と

に
気
付
い
た
場
合
は
、
速
や
か
に
修

正
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
発
的
に
修
正
申
告
を
し
た
場
合

は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
し
た
税
額
が
多
す
ぎ
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ば
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
習
会
の
参
加

者
を
募
集

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
す
る
、
ば
ら
を

使
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
講
習
会
日
程
＝
６
月
４
日
（
日
）

　

 

①
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

 　
　

時
間
＝
13
時
〜
14
時

　
　

定
員
＝
15
人

　
　

参
加
費
＝
２
，
０
０
０
円

　

 

②
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会

 　
　

時
間
＝
15
時
〜
16
時

　
　

定
員
＝
15
人

　
　

参
加
費
＝
２
，
５
０
０
円

● 

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
す

る
講
習
会
を
記
入
し
、
事
務
局
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
締
切
＝
５
月
15
日
（
月
）

　

※
必
着

※
14
時
〜
15
時
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

よ
る
無
料
の
実
演
シ
ョ
ー
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３
─０
０
０
９

　

 

鹿
屋
市
大
手
町
８

─

６

　

ば
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

　

ト
講
習
会
係

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─３
２
５
５

臨
時
職
員
を
募
集

　

市
立
寿
光
園
で
は
、
左
記
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

● 

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
っ
て
、
希
望
の
職
種
を
記

入
し
、
直
接
又
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間
＝
４
月
17
日
（
月
）
〜

　

26
日
（
水
）
※
必
着

● 

選
考
方
法
＝
面
接
に
よ
る 

　

日
時
＝
４
月
27
日
（
木
）
10
時
〜

　

場
所
＝
市
立
寿
光
園

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
５
月
１
日

〜
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

加
入
保
険
＝
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
厚
生
年
金
保
険

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３

─

０
０
２
３

　

鹿
屋
市
笠
之
原
町
７
５
０
１

─

２

　

市
立
寿
光
園

　

☎
０
９
９
４

─

42

─

２
７
６
８

か
の
や
ば
ら
園
を
詠
ん

だ
俳
句
を
募
集

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
す
る
「
か
の
や
ば
ら
園
」
を
詠
ん

だ
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
４
月
25
日
（
火
）

〜
５
月
10
日
（
水
）

● 

投
句
場
所
＝
本
庁
、
市
中
央
公
民

館
他

● 

応
募
方
法
＝
投
句
場
所
に
設
置
し

て
あ
る
用
紙
に
、
自
作
の
句
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
投
句
箱
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

６
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

「
か
の
や
ば
ら
園
」
で
俳
句
教

室
・
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
隅
や
ま
な
み
俳
句
会
事
務
局

Information
ïïïïï

ï
ï

ï

Information

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2006 5月

鹿
屋
市
少
年
少
女
合
唱
団

員
を
募
集

　

市
で
は
、
鹿
屋
市
少
年
少
女
合
唱

団
員
を
募
集
し
ま
す
。
歌
う
こ
と
が

好
き
な
小
学
生
・
中
学
生
は
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者
＝
市
内
の
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生

● 

練
習

　

場
所
＝
西
原
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

　

日
時
＝
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
　
　

 

９
時
〜
11
時
30
分

● 

受
講
料
＝
無
料
（
年
間
保
険
料　

５
０
０
円
が
必
要
で
す
）

● 

申
込
方
法
＝
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
５
月
８
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
文
化
課　

文
化
事
業
係

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　

内
線
３
６
５
３

　
　

FAX
０
９
９
４-

41-

２
９
３
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日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
24 25 26 27 28 29

2006 4月

       

職種 募集
人員

年 齢
(未満) 勤務時間 賃金月額

（円） 免許経験等 主な仕事内容

看護師 1 60
8:30 ～ 17:00

勤務は勤務割による
月３～４回の宿直あり

176,200 ( 准 ) 看護師
入所者の健康管理に

関すること等

寮母 2 60

8:30 ～ 17:00
9:30 ～ 18:00( 遅出 )
勤務は勤務割による
月３～４回の宿直あり

154,700
ヘルパー２

級以上

寮母業務に関するこ

と等

23
30

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
鹿
屋

市
議
会
会
議
録
が
閲
覧
で

き
ま
す

　

鹿
屋
市
議
会
の
会
議
録
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
「
鹿
屋
市
議
会
会
議
録
の
検

索
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
議
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
３

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

４月・５月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

４月16日
児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510
そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

23日
池田病院 下祓川町 0994-43-3434
平瀬外科 北田町 0994-43-3431

29日
中原クリニック 横山町 0994-48-2011
検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

30日
立元内科小児科 寿４丁目 0994-43-6248
たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

５月３日
えとう小児科 札元２丁目 0994-40-3700
小林クリニック 上谷町 0994-41-0700

４日
末次内科循環器科 新生町 0994-43-2331
かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

５日
おばま病院 寿２丁目 0994-42-5235
小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

７日
幸田内科 寿４丁目 0994-43-5000
田村脳神経外科クリニック 川西町 0994-41-7100

14日
園田クリニック 旭原町 0994-43-8181
よしどめ整形外科 川西町 0994-31-1700

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

４月16日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006
内村産婦人科 串良町岡崎 0994-63-2521

23日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 0994-63-5040

30日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170
児玉医院 東串良町川東 0994-63-8522

５月７日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037
はらだ整形外科 東串良町池之原 0994-63-8080

14日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008
東条医院 串良町下小原 0994-63-7377

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
４月16日 松下歯科 北田町 0994-43-4182
23日 水口歯科医院 寿２丁目 0994-43-4635
29日 吉留歯科医院 旭原町 0994-42-3708
30日 四元歯科医院 西原１丁目 0994-42-2687

５月３日 あおぞら歯科 西原１丁目 0994-43-5833
４日 浅井歯科 笠之原町 0994-41-5100
５日 平田歯科医院 古前城町 0994-43-2476
７日 池田病院歯科 下祓川町 0994-43-6468
14日 原園歯科 下堀町 0994-40-4118

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

４月・５月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

で
す
。
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※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。

○内
○外
○内
○外
○内
○外

て
還
付
を
受
け
た
金
額
が
少
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
更
正
の
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
更
正
の
請
求
が
で
き
る

期
間
は
、
原
則
と
し
て
申
告
期
限
か

ら
１
年
以
内
で
す
。

　

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
の
場
合

は
、
平
成
19
年
３
月
15
日
ま
で
、
平

成
17
年
分
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
４
月
２
日
ま
で
で

す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
確
実
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

30



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

情報掲示板Information情報掲示板Information

図
書
の
案
内

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

オ
ー
ラ
の
条
件　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

真
理
子
著

び
っ
く
り
館
の
殺
人　
　
　
　
　
　
　
　

綾
辻　

行
人
著

翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち
（
空
）（
海
）　　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
著

栗
原
は
る
み
（
は
み
ち
ゃ
ん
）　　
　
　

  

栗
原
は
る
み
著

サ
ル
と
歩
い
た
屋
久
島　
　
　
　
　
　
　

山
極　

寿
一
著

パ
ソ
コ
ン
危
機
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　
　

一
条　

真
人
著

北
朝
鮮
を
知
る
た
め
の
51
章　
　
　
　
　

石
坂　

浩
一
著

男
性
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
仕
事　
　
　
　
　

山
口　

道
宏
著

ニ
ッ
ポ
ン
を
解
剖
す
る　
　
　
　
　
　
　

養
老　

孟
司
著

へ
ん
て
こ
り
ん
な
お
る
す
ば
ん　
　
　
　

角
野　

栄
子
作

10
ぴ
き
の
か
え
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク　
　
　

間
所
ひ
さ
こ
作

オ
タ
カ
ラ
ウ
ォ
ー
ズ　
　
　
　
　
　

は
や
み
ね
か
お
る
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

生
協
の
白
石
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

  

白
石
昌
則　

東
京
農
工
大
学
の
皆
さ
ん

た
ま
り
ま
せ
ん
な　

静
と
理
恵
子
の
血
み
ど
ろ
絵
日
記　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊
集
院
静　

西
原
理
恵
子
著

あ
り
が
と
う　

１
巻
・
２
巻

〜
脳
梗
塞
、
家
族
が
支
え
た
闘
病
と
介
護
〜  

赤
羽
み
ち
え
著

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ　

愛
の
花
束　
　
　
　

  

中
井　

俊
己
著

内
田
麟
太
郎
の
絵
本　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
田
麟
太
郎

福
音
館
の
傑
作
絵
本　

新
刊
セ
ッ
ト
（
11
冊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

福
沢
ゆ
み
こ
作

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

か
ご
し
ま
近
代
化
遺
産　
　
　
　
　
　

  　

南
日
本
新
聞
社

骨
盤
教
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

寺
門
琢
己
著

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ワ
イ
ド
・
明
治
時
代
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
地
正
人
ほ
か
監
修

21
世
紀
こ
ど
も
百
科　

し
ご
と
館　
　
　
　
　
　

  

小
学
館

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

私
は
男
よ
り
貯
金
通
帳
が
好
き　
　
　

  

カ
ン
・
ソ
ジ
ェ
著

Ａ
級
戦
犯　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

新
人
物
往
来
社
発
行

愛
し
続
け
る
の
は
無
理
で
あ
る
。　
　
　

  　

内
舘
牧
子
著

き
ょ
う
は
こ
ど
も
を
た
べ
て
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

シ
ル
ビ
ア
ン
・
ド
ニ
オ
文

せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
つ
よ
い
国  

デ
ビ
ッ
ド
・
マ
ッ
キ
ー
作

12
ヶ
月
の
お
て
つ
だ
い　
　
　

  　
　

き
た
や
ま
よ
う
こ
作

証明書等の種類 内　　　　　容 手数料
所得証明 所得、所得の内訳、所得控除等 １件　200 円

納税証明
税目、年税額、納付済額、未納の状況等（年度毎）
（滞納がない旨の証明も含む）

１件　200 円

課税証明 市県民税額、所得控除等（非課税証明も含む） １件　200 円
資産証明 地目、筆数、面積、評価額（無資産証明も含む） １件　200 円
評価証明 地番、評価額等 １件　200 円
公課証明 地番、課税標準額、税額等 １件　200 円
住宅用家屋証明 所在地、床面積、構造等の確認 １件1,300 円
車検用軽自動車税納税証明 車両番号等（車検用） １件　200 円
固定資産課税台帳の写し 地番、評価額、課税標準額等

※閲覧期間中（５月31日まで）は、手数料は無料
１件　200 円固定資産課税台帳の閲覧

【問い合わせ】市民税課　☎０９９４-４３－２１１１　内線　３１１３

●税の証明書等の種類と手数料

各種証明書は、お住まいの地域に関わらず、市民税課（⑭番窓口）、各総合支所・
出張所・サービスコーナーで取ることができます。また、固定資産課税台帳の閲覧
を希望する人は、本庁、各総合支所で閲覧できます。

●市県民税が給与から天引
きされている人（特別徴
収）
　　＝５月12日（金）
●上記以外の人（普通徴収
又は非課税）
　　＝６月13日（火）
※証明の必要な人は、平成
17年分の収入状況の申
告をお済ませください。

平成18 年度所得（課税）
証明発行可能時期について

市勤労婦人センターでは、平成 18 年度の教養講

座の受講生を募集します。どの講座も初心者を対象

にした講座です。ぜひ、お申し込みください。

番号 講座名 講座日 曜日 定員

１ 花壇に花とやさい 毎月１・３朝

月

20

２ 琉球舞踊 毎月１・３朝 20

３ 絵手紙 毎月１・３昼 20

４ かんたん木工 毎月２・４朝 20

５ シェイプアップエアロビクス 毎月２・４夜 25

６ かんたん男の料理 毎月２・４夜 16

７ 暮らしの書道 毎月２・４夜 20

８ 心あったか筆書き教室 毎月１・３朝

火

20

９ わらべうたあそび 毎月１・３朝 20

10 野菜が主役の料理 毎月１・３朝 16

11 茶道入門 毎月１・３夜 15

12 短歌入門 毎月１・３夜 20

13 舞踊入門 毎月２・４朝 20

14 楽しいコーラス 毎月２・４朝 20

15 インディアカ 毎月２・４夜 25

16 簡単な洋裁 毎月２・４夜 15

17 ハワイアンフラダンス 毎月１・３朝

水

20

18 トールペイント 毎月１・３昼 15

19 英語で遊ぼう 毎月１・３夜 20

20 簡単アイデアおやつ 毎月２・４朝 20

21 パッチワーク 毎月２・４夜 15

22 バドミントン 毎月１・３朝

木

25

23 パワーヨガ 毎月１・３朝 20

24 霧島ヶ丘でバラ作り 毎月１・３夜 20

25 色いろ健康料理 毎月１・３夜 16

26 バドミントン 毎月１・３夜 25

27 フォークダンス 毎月１・３夜 20

28 フラワーアレンジメント 毎月１・３夜 20

29 親子ふれあい教室 毎月２・４朝 30

30 暮らしなんでも術 毎月２・４朝 20

31 前結び着付け 毎月２・４昼 20

番号 講座名 講座日 曜日 定員

32 やさしい英会話 毎月２・４夜

木

20

33 ハワイアンフラダンス 毎月２・４夜 20

34 卓球 毎月２・４夜 25

35 楽しいリズム体操 毎月１・３朝

金

25

36 気軽にダイエット 毎月１・３昼 20

37 社交ダンス 毎月１・３夜 20

38 ボールピラティス 毎月２・４朝 20

39 卓球 毎月２・４朝 25

40 ハーモニカ 毎月２・４朝 20

41 着物リフォーム 毎月２・４昼 15

42 フラワーアレンジメント 毎月２・４昼 20

43 絵手紙 毎月２・４夜 20

44 太極拳 毎月２・４夜 20

45 エイサー太鼓 毎月１・３夜 土 20

●講座期間
●講座時間

●対 象  者
●受 講 料

●申込方法

●申込期限

【問い合わせ・申込先】
　　市勤労婦人センター　☎０９９４-４４- ９０８８

平成 18年６月～平成 19年１月
〈朝〉　  10 時～正午
〈昼〉　  13 時 30 分～ 15時 30分
〈夜〉　  19 時～ 21時
市内に在住又は勤務する人
・１講座ひとり 1,000 円（一度納入された
受講料は返納しません）

・保険料、材料費は実費となります。
直接来館して、お申し込みください。なお、
電話での申し込みは受け付けません。
※申し込みの少ない講座は開講できない
場合があります。
５月２日（火）
※２歳から６歳までに限り託児もありま
す。保険料として１人 500 円必要です。

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）
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　毎年、桜の季節になると高
隈グリーンカントリー近くの
小高い山に『カノヤ』の文字
が浮かび上がります。
　約 300 本のソメイヨシノが
作り出す桜の花文字は一辺が
約 40 ｍ。昭和 49 年に鹿屋青
年会議所が、創立 10 周年な
どを記念して植樹したもので
す。市内には、たくさんの桜
の名所がありますが、この花
文字もなかなか見応えのある
桜の名所です。

今月の表紙

野添クサさん（100 歳）名貫町
長生きの秘訣は、「積極的に人付き
合いをすること」です。!

有馬 琉
りゅうせい

成くん（３歳）
輝北町上百引
元気でたくましい男の子になって
ね！（母…有里）

寺田 凱
かい り

俐くん（１歳）
串良町上小原
音楽大好きで陽気な子。天真爛漫に
育ってね。(母…亜紀）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 18年 4月 13日発行　No.007
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.4

平成 18 年３月 1日現在

長倉シヲさん（100歳）大姶良町
長生きの秘訣は「規則正しい生活
を続けること」です！

対前月比
総　数 106,161 人　 ( －２)
男 50,368 人　 ( ±０)
女 55,793 人　 ( －２)
世帯数 43,840 世帯 ( －８)

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) ま で
ご連絡ください！

　假屋  海斗くん（６歳）
　優斗くん（６歳）
　天晴くん（７歳）吾平町麓
兄弟３人でジョギング大会に参加し
ました！

○左
○中

入 館 料
　無　　料
開館時間
　午前９時～午後４時
休 館 日
　年末年始、祝日

◎ 利用案内 ◎

○右


